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JAIRO Cloudにおけるアクセス制限のユースケース

JAIRO Cloud利⽤機関において、公開、⾮公開以外のコンテン
ツファイル提供のニーズが増えつつある

• 機関リポジトリにおける論⽂査読対応
⾮公開状態で登録した論⽂及びエビデンスデータを、査読者等、第三
者と共有したい（シークレットURL機能 ）

• 分野の慣習に基づいた論⽂、研究データ等の提供
条件を満たした利⽤者にのみ提供したい。（利⽤申請機能 ）

研究者、機関のニーズに対応したアクセスコントロールを提供
⇒多様な研究公開に対応することで研究成果公開を促進



• シークレットURL機能
• 査読者、またはジャーナル等に対して⾮公開、またはエンバーゴ状態

の論⽂及びエビデンスデータをシークレットURLを使って共有できる

• 利⽤申請機能
• 論⽂およびエビデンスデータにアクセス制限を設け、条件を満たした

利⽤者にのみ提供できる
• 利⽤希望者はフォーマットに沿って利⽤申請を⾏うことができる
• リポジトリ管理者は、申請者の申請内容をもとに、利⽤の承認、却下を⾏うこと

ができる
• 承認された利⽤希望者は、論⽂およびデータにアクセスすることができる
• ワークフローに応じて、リマインドメールを送信することができる
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当機能を利⽤してできること



• シークレットURL機能
• 本機能は、ZenodoやDataverse等のセルフアーカイブ型汎⽤リポジト

リの機能をもとに設計した機能
• 図書館員によるアイテム登録を前提とする機関リポジトリにおいて、この機能を

利⽤し、運⽤上の改善点を指摘していただくことで、実運⽤に向けて改修を⾏う
• 機関リポジトリにおける査読対応は、北海道⼤学など数件の機関しか⾏っていな

い。先⾏利⽤していただく中で、運⽤フローを確⽴したい

• 利⽤申請機能
• 本機能は、社会科学の研究データ共有慣習をもとに設計した機能

• すでに⼤阪商業⼤学JGSSDDSが特別対応で利⽤しているが、本機能は利⽤者審査
など、分野の専⾨性が⾼い運⽤が必要となる

→本機能の先⾏利⽤は、研究データ提供のための体制を整えた機関に限定。
機能の運⽤のためにリポジトリ側が整えるべき体制を明確にした上で、
JAIRO Cloudで提供したい
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先⾏利⽤の⽬的



• 共通
• 公開状態のアイテムに登録されたコンテンツファイル

• シークレットURL機能
• ⾮公開、またはエンバーゴ状態で登録されたコンテンツファイル
• 図書館員（リポジトリ管理者）がシークレットURLを取得する場合、取

得したシークレットURLを適切に管理できること

• 利⽤申請機能
• 特定の個⼈ではなく、条件を満たした利⽤希望者に提供可能であるコ

ンテンツファイル
• リポジトリ管理者が、利⽤希望者の申請内容をもとに提供するかどう

かを判断できるコンテンツファイルであること
→すべての申請に対して適切な期間中に承認の可否を判断すること
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当機能の対象コンテンツファイル
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シークレットURL機能①

図書館
（運⽤者）

研究者
(第三者)

1)コンテンツファイルを⾮公
開またはエンバーゴ状態、執
筆者を代理投稿者として登録

3)研究者（執筆者）のもとに
シークレットURLを含むメー
ルが届く

提供

シークレットURLの有効DL回数、
DL期限は設定可能
（NIIが初期設定）

2)アイテム詳細画⾯から
Information画⾯にアク
セスし、シークレット
URLボタンをクリック

4)シークレットURLか
らコンテンツファイル
をDL

シークレットURL

シークレットURLシークレットURL

研究者
(執筆者)

Data

次回のアップデートで実装
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シークレットURL機能②

図書館
（運⽤者）

研究者
(第三者)

1)コンテンツファイルを⾮
公開またはエンバーゴ状態
で登録

3)運⽤者のもとにシークレッ
トURLを含むメールが届く

提供

シークレットURLの有効DL回数、
DL期限は設定可能
（NIIが初期設定）

2)アイテム詳細画⾯から
Information画⾯にアク
セスし、シークレット
URLボタンをクリック

4)シークレットURLか
らコンテンツファイル
をDL

シークレットURL

シークレットURL
シークレットURL

図書館
（運⽤者）

シークレットURL

研究者
(執筆者) 提供

Data

次回のアップデートで実装
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利⽤申請機能（アクセス設定）

2)管理者はコンテンツのアクセスを
[制限公開]とし、申請ワークフロー
を設定してアイテム登録する

リポジトリ
管理者

研究者
（執筆者）

1) 研究者は利⽤申請での公開にする
ように伝える

3)コンテンツファイルにアクセス制
限を付与

利⽤希望者は、申請ボタンをク
リックし、ワークフローを使って
申請を⾏う

来年度以降のアップデート
で実装予定

https://jgssdds.repo.nii.ac.jp/records/2000098
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利⽤申請機能（コンテンツ提供）

4)利⽤者は、申請ボタンから利⽤申請を⾏う
*⾮ログインでの申請可

研究者
（利⽤者） リポジトリ管理者

5)リポジトリ管理者は、
申請の内容を確認し、
承認の可否を決める

6)利⽤者にメールで承
認、却下の通知を⾏い、
利⽤者は承認メールに
記載されたダウンロー
ドURLからコンテンツ
ファイルをDL
＊DL回数、期限の設定可

研究者
（利⽤者）

来年度以降のアップデート
で実装予定



9⽉25⽇より先⾏利⽤機関を募集する（10⽉末まで）

利⽤機関 選定基準
• JAIRO Cloud利⽤機関であること
• 本機能を利⽤する機関は、利⽤希望者の窓⼝対応が必要

• 機関内でシークレットURLの窓⼝を設置し、利⽤者への対応ができること

利⽤機関 選定後
• 2024年11⽉以降、準備ができ次第、先⾏利⽤を実施
 NIIで先⾏利⽤のための設定を⾏う
 先⾏利⽤中の問い合わせはNIIによる特別対応になる

• 先⾏利⽤から3ヶ⽉を⽬処に利⽤機関から初回フィードバックを受け付ける
• フィードバックを参考に改修を検討
• 2025年度内に改修・アップデートを⾏い、シークレットURL機能の本運⽤開始を予定
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シークレットURL機能の先⾏利⽤機関



• 図書館員役アカウント asaoka_repo (ｍ.asaoka.1977@~)
• 教員役アカウント wekodemo (wekodemo@ )

• 図書館員がエンバーゴと⾮公開のコンテンツを登録
• 代理投稿者として教員役アカウントを登録している状態
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シークレットURL機能 デモ
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お問い合わせ
• シークレットURL機能の募集について
• 本⽇紹介したシークレットURL機能について
• 本⽇紹介した利⽤申請機能について
• その他、JAIRO Cloudを使ったアクセス制限への要望

があれば wekosoftware@nii.ac.jp へご連絡ください︕


